
生
駒
支
部
×
敦
賀
支
部
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生
駒
支
部
の
役
員
の
皆
様（
全
列
２
番
目
よ
り

宮
本
副
代
表
、そ
の
左
が
玉
置
代
表
）

ど 真 ん 中ど 真 ん 中

手紙が伝える「心」

は え ぬ きは え ぬ き
　

生
駒
支
部
は
中
央
本
部（
東
京
）に

先
駆
け
、
全
国
で
初
め
て
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
心
の
育
成
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
55
回
目
と

な
る
歴
史
あ
る
表
彰
式
に
は
、
一
家
そ

ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
多
く
、

用
意
し
て
い
た
椅
子
が
足
り
な
く
な
る

ほ
ど
。
改
め
て
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
が
地

元
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は〝
お
め
で
と
う
〟の
心
を
込

め
て
宮
本
し
げ
子
副
代
表
が
自
ら
宛
名

を
筆
耕
し
た
賞
状
を
、
玉
置
成
一
代
表

か
ら
受
賞
者
へ
贈
呈
。
通
常
の
表
彰
の

後
、
敦
賀
支
部
で
選
考
し
た
特
別
賞

『
人
道
の
港
つ
る
が
賞
』を
３
名
に
贈

り
ま
し
た
。

　
敦
賀
港
は
、
１
９
２
０
年
代
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
孤
児
、
１
９
４
０
年
代
に
は

「
命
の
ビ
ザ
」に
よ
っ
て
上
陸
し
た
ユ

ダ
ヤ
難
民
を
受
け
入
れ
た
こ
と
か
ら

「
人
道
の
港
」と
い
わ
れ
て
お
り
、
難

民
を
温
か
く
迎
え
入
れ
た
当
時
の
敦
賀

市
民
の
親
切
や
思
い
や
り
は
、
現
在
も

市
民
の〝
心
の
原
点
〟と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
同
日
、
福
井
県
本
部
主
催
の

「
県
民
の
つ
ど
い
」が
敦
賀
市
で
開
催

さ
れ
た
た
め
、
こ
の
日
は
敦
賀
支
部
・

髙
畑
徹
代
表
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
、
敦
賀
の
心
の
原
点
は
生
駒
の

皆
さ
ん
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
県
を
超
え
た
交
流
は
現
在
、
全
国
で

も
両
支
部
だ
け
。
支
部
と
し
て
の
歴
史

は
生
駒
の
方
が
少
し
先
輩
で
す
が
、
今

後
の
交
流
に
よ
っ
て
両
支
部
の
親
切
運

動
に
新
た
な
風
が
吹
き
、
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

『人道の港つるが賞』の受賞者

生 駒 の 想 い 出

お寺にある
「小さな親切」の石碑

幻の
レインボーラムネ

　宮本副代表にいただいたカラフルな
ラムネは、「イコマ製菓本舗」の製品。
コロンとした見た目のかわいさに、テン
ションが上がりました。ラムネは口の中
でサーっと溶け、ピーチ味のさわやかな
甘みが広がり、後を引くおいしさ。
　小さな工場で丁寧に作られているた
め、現在ふるさと
納税の返礼などで
しか入手できない
「幻のラムネ」とい
われています。

　生駒山の中腹にあり、「生駒の聖天さ
ん」として市民に親しまれる宝山寺。商
売繁盛のご利益で関西全域から信仰を
集め、発足当初より生駒支部の活動を支
えています。
　その境内には、支部設立20周年を記
念した「小さな親切」の石碑が建立され

ています。お寺の
中にあるのは全国
で唯一。風格ある
佇まいで、生駒の
活動を見守ってく
れています。

つきが悪くなり、就寝前に１時間ほど読書を
することが日課となった。近頃は小説を読む

体力と気力が衰え、エッセイや旅行記などを読むこ
とが多かったが、久しぶりに小説に心ひかれ『ツバキ
文具店』（小川糸著・幻冬舎文庫）を手にした。
　主人公は、鎌倉で文具店を営みながら、代書屋を
している女主人。江戸時代には右筆（ゆうひつ）と呼
ばれた職業で、お殿様に代わって代筆を行っていた
が、現代では依頼主の要望にそって年賀状やお悔や
み・お詫び状、手紙などを書くのが主な業務である。
　お悔やみ状は、文字の色を薄くするこ
とは知っていたが、「悲しみのあまり硯に
涙が落ちて薄まったため」との意味合いは
知らなかった。さらに、通常、フォーマ
ルな手紙は二枚重ねになっている封筒を
使用するが、弔辞の場合に限っては、不
幸が二度重ならないよう、封筒はあえて
一重のものを使うとのこと。
　様々な依頼に心を込めて、筆記用具（毛
筆・万年筆・ガラスペンなど）やインク
の色、便せんの紙質、縦書きや横書きか、
切手の絵柄……などなどを選択する。

封筒の表が顔だとすると、切手は顔の
印象を決める口紅のようなもの。
口紅が失敗してしまうと、顔そのもの

の印象が台無しになってしまう。たかが切手、さ
れど切手。切手選びは、手紙を送る人のセンスの
見せどころとされている。

　切手にまでこだわるとは。まさに、日本人の相手
を思いやる心遣いの奥深さに脱帽。
　また、手紙に最初に書く言葉は「拝啓には敬具。謹
啓には敬白でしめる」が、なぜと疑問を持つことなく
知識として知っているだけではつまらない。悪字を
理由に筆不精を決め込んでいた私であるが、久しぶ
りに幼馴染に手紙を書こうと思う。その最後は、女
性らしい締め言葉「かしこ」で結ぼう。
　代書屋の姿を通して、日本の心、まさに鈴木代表
が常々おっしゃっていた「日本の美風」に触れること
ができた。

寝

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長

奈
良
と
福
井
に
流
れ
る

心
の
歴
史

令
和
３
年
に
友
好
都
市
と
な
っ
た
奈
良
県
生
駒
市
と
福
井
県
敦
賀
市
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
親
切
運
動
を
推
進
す
る
支
部
が
あ
り
、

両
支
部
は
令
和
４
年
度
よ
り
交
流
を
ス
タ
ー
ト
。

今
年
度
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
生
駒
支
部
が
主
催
す
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
敦
賀
支
部
で
も
審
査
協
力
し
、
特
別
賞
を
贈
呈
。

去
る
11
月
11
日
㈯
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
生
駒
支
部
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
最
近
買
っ
て
良
か
っ
た
も

の
№
１
は
、
ズ
バ
リ「
蒸
籠
」。

料
理
上
級
者
が
使
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
手
を
出
せ
ず
に
い

た
の
で
す
が
、
思
い
切
っ
て
購
入
し
た
と

こ
ろ
こ
れ
が
す
こ
ぶ
る
便
利
で
し
た
。
火

の
通
り
に
く
い
根
菜
類
や
イ
モ
類
も
、
10

分
ほ
ど
で
ホ
ク
ホ
ク
に
な
る
上
、い
っ
し
ょ

に
肉
や
魚
を
入
れ
て
蒸
し
て
し
ま
え
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
一

皿
が
完
成
し
ま
す
。

　

蒸
籠
の
素
材
は
、
檜
、
竹
、
杉
の
３
種

類
。
私
が
購
入
し
た
竹
素
材
は
、
お
値
段

が
手
頃
で
丈
夫
な
た
め
、
初
心
者
向
き
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
竹
は
、
た
っ
た

３
年
で
成
木
と
な
り
化
学
肥
料
や
農
薬
を

使
わ
ず
栽
培
で
き
る
ほ
か
、
２
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
て
く
れ
る「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素

材
」と
し
て
近
年
注
目
を
集
め
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
代
わ
り
竹
製
品
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
貢
献
に
繋
が
り
ま
す
。

　
蒸
し
料
理
は
食
材
の
栄
養
分
が
逃
げ
に

く
く
、
油
を
使
わ
な
い
の
で
ヘ
ル
シ
ー
。

特
に
、
野
菜
は
甘
み
が
残
り
格
別
の
お
い

し
さ
で
す
。
さ
ら
に
、
食
材
を
切
っ
て
並

べ
る
だ
け
な
の
に
、
と
て
も
映
え
る
！	

と

大
変
気
に
入
り
ま
し
た
。
長
く
大
切
に
愛

用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

料理初心者こそ！「蒸
せ い ろ

籠」のススメ
「SDGｓ」で未来へ親切


